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日本の魚一系図が明かす進化の謎.一上野輝爾・坂本一男 .

2004。 中公新書 ,東 京 .224 pp.ISBN4-12-101736… 6。 820円

(税別).

本書は,44セ クションから成り,各セクションごとに2～3種

ずつ対比させながら解説している。私が本書の書評を依頼され
,

「日本の魚―系図が明かす進化の謎」というタイトルを聞いた時 ,

日本固有の魚類の進化について書かれた研究者あるいは将来魚

類学を志す大学生向けの本であると思ったが,実際に読んでみ

ると対象読者層として,魚 に興味がある小学校高学年から中高

生にターゲットを絞っているようである.専 門用語にはふりが

なと補足説明が付き,平易な文章で書かれているため,すんな

りと,気持ちよく通読することができる。

本書は「日本の魚」と題されているが,44セ クションの内,4
セクション (8シ ーラカンスとハイギョ,9チ ョウザメとポリプ

テルス,10ア ミアとガーと硬鱗魚,お よび11ア ロワナとナギナ

タナマズ)で 日本には分布していない魚が中心に解説されている

(著者もまえがきで断わってはいるが).一方,副題は「系図が

明かす進化の謎」であり,第 1セ クション (ナ メクジウオと魚類

の祖先)から第 12セ クション (ウ ナギとカライワシ)ま では,副

題に沿った内容の記述が充実しているが,第 13セ クション (ハ

モとウツボ)以降は各セクション内で対比させている魚種間の系

統類縁関係に関する記述が少なくなる。例えば,第 23セ クシヨ

ン (ミ ズウオとハダカイワシ)で は, ミズウオとハダカイワシが

個別に解説されており,両者の進化上の接点が十分に説明され

ておらず,第 29セ クション (キ ンメダイとギンメダイ)で は,単
に両者の和名が似ているというだけの対比である。このように,

本書は題名と内容が一致していないのが残念である。

本書は,紹介されている魚類各種の分類から生態,分布,食
べ方,和名・英名の由来などが幅広く書かれており,内容を一

言で表現すると「魚類の雑学大辞典」が最も相応しいような気

がする.魚の雑学に関する本はこれまでにも多く出版されてお

り,本書にはそれらと重複する内容も多い。しかし,本書は系

統上近縁の複数の魚種を比較しながら解説していること (上 述

のようにそうではないところも多々あるが)が新しい試みであり

特色であるといえる。いうまでもなく,2種以上を比較すること

によって,各種ごとに解説するよりも一層特色や相違点の理解

が深まる。また,著者場の研究上の体験などの記述が多数散り

ばめられており,読者を飽きさせない。一般の読者にとっては
,

著者らの体験談を読むことによって,魚類の研究者が実際にど

のように苦労して標本を集めているのか, さらにはどのように

研究を行っているのかを楽しみながら理解することができるで

あろう。例えば,第 4セ クション (ラ ブカとカグラザメ)で,小

田原の魚祭りでカグラザメを見つけた著者は「日ごろからカグラ

ザメの顎をほしいと思っていた ・̈(略 )…走って出刃包丁を買い

に行き,顎を切り落として,持って帰って標本を作った」と書

いている。標本を得る大変さ,手 に入れたときの著者のうれし

さが伝わってくる。第42セ クション (カ サゴとヵジヵ)では,カ

サゴに似ている日本の魚がロシア人によって新種記載された際 ,

阿部宗明博士が「マスコミのインタビューに対し, 日本の魚類

学者が気づかずウッカリしていました.それでウッカリカサゴ

と名付けました…(略)… ウッカリするとカサゴと区別しないこ

とになる」と書かれている。一般にお堅いと思われがちな研究で

も,こ んなエピソードがあるのだなと感じさせる一節である。ま

た,本書には,著者らの専門である化石魚類の解説が頻出する

ため,一般の読者に限らず,現世の魚類を研究している人にと

っても興味深い書であるといえる。

近年,国外からの持込による,外来生物の日本国内での定着

とそれが引き起こす在来生態系への悪影響が懸念され,社会的

にも論議をよんでいる。本書でも,3セ クション (24グ ッピーと

カダヤシ,31タ イワンドジョウとチョウセンブナ,お よび33オ

オクチバスとブルーギル)で移入種を紹介している。しかし,残

念なことに,第 33セ クションの最後に一言「これらは生態的害

魚と呼ばれ,そ の対策が急務である」と述べられているだけで
,

外来種による在来種への悪影響や移入種の放流・拡散の問題性

がほとんど書かれていない。本書は一般向けの本であり, 自然

に興味をもつ若年層への啓蒙という役割も多分に担っている。

それ故,私 としては,著者らに移入種に対する批判的な意見を

書いて欲しかった。

先述したように,平易な文章でスムーズに通読できるのでは

あるが,伝聞や憶測による記述も多く,一般書籍としての宿命

ではあるが証拠や根拠も明示されていないため,物足りなさを

感じる.例えば,第 3セ クション (ネ コザメとプチュコードゥス)

で,著者は「ネコザメがいる海にいるサザエの殻の棘は長く,い

ない場所のサザエの棘は短いという話を聞いたことがある」と書

いている。ネコザメはサザエなどの貝の殻を噛み砕いて食べる

ことが良く知られているため,棘が長いと食べにくいという想

像からきたことであろうが,実際は同じネコザメ属 (〃
`′`Ю

あ′―

′αs gα′θα′′sや ″ρο′′′げα6たο肩)が生息するオーストラリア海域

のサザエ (乃″bο ′θη夕αtts)の 殻には棘が全く無い。第27セ クシ

ョン (マ ダラとアンコウ)で は,「ある本によるとアンコウの1種

の腹の中から海鳥が出てきたことがあるという」と書かれてい

る。私もこの話は聞いたことがあるが,比較的深い海 (水深30-

500m)に生息する底棲性のアンコウが水面まで上がってきて海

鳥を食べるとはちょっと考えづらい。この「ある本」という本が

どの程度確かな内容が載った本なのか知りたいところである。

また,誤 りではないが,正確ではない言葉がしばしば使われて

いる。例えば,第 5セ クション (ホ オジロザメとカルカロドン・

メガロドン)で ,著者は和名ホオジロザメを多用しているが,現

在標準和名としてホホジロザメが用いられているようである。

第31セ クション (タ イワンドジョウとチョウセンブナ)で ,著者

はチョウセンブナとタイワンキンギョをトウギヨ科としている。

これらの魚が含まれる科に対する和名は, トウギョ科, ゴクラ

クギヨ科など複数あり,混乱していたが,近年この混乱を避け

るためゴクラクギヨ科を用いることが多い.こ のような例が

多々みられる.些細なことではあるが,読者層がこれらが正し
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いのか誤りであるのかを判断することが出来ない一般の人であ

ることを考えると, もう少し慎重に書いて頂きたかった。

ストーリーの展開でもいくつか腑に落ちないところがあった。

例えば,第 7セ クション (ノ コギリザメとノコギリエイ)で,著

者は「ノコギリザメとノコギリエイの仲間の体型は相似なのか相

同なのであろうか」という問題を提議している。その直後からサ

メとエイの関係や進化についての解説が始まるが,最終的にノ

コギリザメとノコギリエイの体型が相似か相同かの結論が書か

れておらず,私は喉に物がつかえたような中途半端な感じを受

けた。第 12セ クション (ウ ナギとカライワシ)で も同様に「ウナ

ギの仲間はどのような魚から進化してきたのであろうか」という

提議をしているにも関らず,その回答に至る論議の途中で終わ

ってしまっている。

本書にはほぼ全てのセクションで高次分類群に関する記述が

なされている。しかし,綱 , 日,科 ,属がどのようなものなの

か説明がない。分類に対する知識が少ない多くの一般読者は漠

然とした認識のまま読み進まなくてはいけないであろう。ちょ

っとした解説でも加えて欲しかった。

上記の問題点は,本書の内容の楽しさ。広さから比べればま

ったくの許容範囲である。多くの専門書と比べて値段も手ごろ

であり,魚類に興味がある方はもちろんのこと,魚類の研究者

でも楽しむことができる本である。

最後に補足説明ではあるが,第 41セ クション (ハゼとドンコ
)

で,世界最小の魚がインド洋のチャゴス諸島に生息する体長 1

センチのフJ“

“
α

`ο“
4α′夕sであると紹介されている (正確には約

8ミ リで成熟, メスの平均は8。 9ミ リ)。 本書が出版 (2004年 2

月)さ れた後,体長 7ミ リで成熟 し,最大体長が 8.4ミ リの

Sθ力J″″
`′

Jα b″ッ″J4gγJsと いう魚がオーストラリア北東部から得

られた標本に基づき記載された (2004年 7月 )。 現時点では後者

が世界最小の脊椎動物と認識されている。

(本村浩之 Hiroyuki Motomura:オ ース トラリア博物館 6 Col―

lcge Street, Sydnctt Ncw South Wales 2010, Australia  c-lmail:

motomurah@auStmuS.gOV・ au)

数理統計学の基礎 よくわかる予測と確立変数.―新納浩幸 .

2004.森北出版,東京,vi+175 pp.ISBN4… 627… 09551‐ 1.2,300

円 (税別).

長谷川政美・岸野洋久 (著 )「分子系統学」(岩波書店,1996)

は,分子進化を理解しようとする上で格好の良書である。多く

の研究者や学生さんたちの本棚で見つけることができるし,私

自身繰り返し手にするお気に入りの本のひとつである。しかし,

なかなか難解で手に余る部分も多い。例えば,そ の95ページ以

降になる最尤法の導入部分。「本節では情報量の概念を導入し

て最尤法の理論的基礎付けを行う。」しかし,ページを繰った

「ShanOnの 情報量という。」のあたりで,すでに私の思考回路は

軸のぶれたコマのように, ぐらぐらとふらついてしまう。

何しろ,統計に関しては,て んでダメである。もちろん関心

はあるのだ。標準偏差や回帰直線はついていける (と 思ってい

るし),t検定程度なら何をやっているかくらいは教科書なしで

も何とか理解はできる。だが,具体的な実験や調査結果に向か

ったとき, どのように「はずれ値」を処理するのか,何検定がふ

さわしいのか, どの要素 (集団)の組み合わせが有意に異なって

いるのか, どうにも自分で手出しすることができない。論文を

書こうとすると, まず大きな壁は論文を書くという行為.次 に
,

英語.そ してとどめは肝心の結論に関わってくる統計処理だ。

その三つを前に,いつも立ちつくすばかり.ま さにダメ研究者

に典型の「三重苦状態」である。

で,ついつい,本に頼る。自宅の本棚では,例 えば冒頭にあ

げた長谷川 。岸野 (1996)の理解を少しでも進めたいがための統

計本が,これまた英語本 (英会話も!)と ともに,ほの暗い塊を

作っている (お宅も,ですか?).そ んな風に無駄に無駄を重ね

て出会ったのがこの本だ。決して,「サルでもわかる」類の入門

書ではない。むしろ,ある程度の内容にまで言及している。た

だ,通読してみたところ,多 くの「あ,そ うか」に出会った.例

えば,第 1章 には「確率」という項目があり,こ こで確率の公理

が説明されたと思ったら,同 じ見開きのページにある次の項目

は「同時確率と条件付き確率」。しかし,話はちゃんと流れてい

る (よ うに見える).ベ イズ法をひもといていくとすぐに出会う

「条件付き確率」.私はこれまで繁枡算男「ベイズ統計入門」(東

大出版会,1985)と 渡辺洋「ベイズ統計学入門」(福村出版 ,

1999)を 手にし,は じめの数ページでほとんど脳死状態に陥っ

ていたのだが,実は,本書のこのページ部分 (p.5-8)を 繰り返

し読んで,P(31И )で表される条件付き確率が初めて肌になじん

できた (よ うな気がした)… レベルが低い….

本書の売りは,「確率変数」の十分な理解と「統計学の目的は

予測である」という視点に立った説明にある。「予測」という日

常用語と,数学的な意味での「予測」の違いも繰り返し説明さ

れ,読み手の安易な誤解を許さない.第 4章では,最尤法によ

る具体的な推定量の求め方が説明される.系統学における最尤

法が説明されているわけではもちろんないが,平易な言葉で書

かれた内容は,そ うした応用の場面でも充分に役に立つはずで

ある。

もし,「確率変数」や「最尤推定」,「統計モデル」といった言

葉に高い壁を感じている方がいたら,あ るいは私レベルで思考

回路が働かなくなってしまう方にとっては,本書は小さいがし

っかりとした助け船になってくれるはずだ。本書は「テキスト」

の類であって,類書との善し悪しを語ることは難しいが, こう

した本は,結局は出会いなのかな, と思う。自分が向かい合っ

ている姿勢いかんで,良書にもなり,本棚の肥やしにもなって

しまう。ところで,こ の文章の中で「ベイズ」という単語に何度

か触れた。ベイズ法は相変わらず私にとって近寄りがたい統計

手法の一つだが,伊庭幸人「ベイズ統計と統計物理」(岩波講

座 。物理の世界,物理と情報3)(岩波書店,2003)は 一つのお

すすめ本である。オビには「この一冊でベイズ統計と統計物理

の気持ちがわかる」とある。本当に「気持ちがわかる」本に出会

えたら,三重苦の向こうに一筋の光を見つけることができるか

もしれない。

(白 井 滋 Shigeru Shirai三 〒951-8121新 潟市水道町 1-5939-

22 独立行政法人水産総合研究センター日本海区水産研究所

e―mail:sigra@attC.gOjp)


